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本日の主な内容

Ⅰ. 愛着理論

Ⅱ. 愛着障害（愛着の課題）

Ⅲ．愛着障害と発達障害（発達の特性）の類似点と相違点

Ⅳ. 愛着障害のあるこどもの対応
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令和4年度 沖縄県特別支援教育の現状
沖縄県特別支援教育研究会会長大城正之 資料



Ⅰ．愛着理論

人と人との親密さを表現しようとする愛着行動についての理論である。子ども
は社会的、精神的発達を正常に行うために、少なくとも一人の養育者と親密な
関係を維持しなければならず、それが無ければ、子どもは社会的、心理学的な
問題を抱えるようになる。愛着理論は、心理学者であり精神分析学者でもある
ジョン・ボウルビィ（1907年～1990年）によって確立された。

愛着理論では、幼児の愛着行動は、ストレスのある状況で対象への親密さを
求めるために行っていると考えられている。幼児は、生後6ヶ月頃より2歳頃まで
の期間、継続して幼児の養育者であり幼児と社会的相互作用を行い幼児に責
任を持つような大人に対して愛着を示す。この時期の後半では、子どもは、愛着
の対象者（よく知っている大人）を安全基地として使うようになり、そこから探索
行動を行い、またそこへ戻る。

HTTP://KWWW3.KOSHIGAYA.BUNKYO.AC.JP/WIKI/INDEX.PHPアタッチメント

http://kwww3.koshigaya.bunkyo.ac.jp/wiki/index.php


『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』
米澤好史 著 合同出版

〇愛着形成のための3つの機能



chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/column/opinion/detail/202304_mhlwkodomo_another21.pdf



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応



個体がストレス状況、あるいは脅威に晒された際に、不安や恐怖といった不
安定な心的状態を、特定の他個体にくっつく（attach)ことで回復させようとする

ことにあります。つまり、アタッチメントとは、本来的には、特定の他者との物理
的な近接性を調整することで、乱れた情動を常態へと復帰させ、個人の心の
安寧を図るためのシステムであると考えることができる。

オキシトシンは、出生過程において大量に分泌されるホルモンであり、また、
他者との良好な関係が形成されているときにも分泌されやすい物質です。さら
に、オキシトシンは、サポートやケアを受けている際にも分泌されやすく、免疫
反応を強め、身体的な痛みを軽減するとともに、二者間の信頼の醸成にも寄
与することが知られている。

Music,G.(2017),Nurturing natures : Attachment and children’s emotional, sociocultural, and brain development.2nd ed.Routledge



〇マズロー（1908年～1970年心理学者）の欲求５段階説
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〇エリクソン（心理学者、精神分析家：1902年～1994年）の発達段階論



愛着は、特定の大人との親密な関係で形成されていく。特定
の大人は、母親や父親が好ましいが、祖父母や身内の大人、
地域の人、学校の先生、友達、恋人などが代わりになることも
可能である。

愛着形成で最も重要な時期は、生後6か月～1歳半とも言わ
れている。

＊「依存」と「自立」の関係



〇「依存」と「自立」の関係

人は、十分な依存体験をベースに自立に向かっていく。そし
て、自立しながらも誰かに、何かに依存することで自立が成
立する。

乳幼児期に、特定の人に安定した依存体験ができなかった
場合、自らも認識できない大きな不安や恐怖を抱え、その感
情をごまかすために、何か別の物（者）に不健康な依存をし
てしまう。何かに依存することで自分の精神状態を本能的に
維持している。



Ⅱ.愛着障害について

乳幼児期に、養育者（主に母親）との愛着が何らかの理由で上手く形成されず、
子どもの情緒や対人関係に問題が生じる状態のことを言う。虐待や養育者との
離別などが主な原因で、安心・安全基地を得ることができず、日常的に不安や恐
怖などを抱えてしまう。

・養育者との離別、死別などで愛着形成の対象がいなくなる
・養育者によるネグレクト、無視、無関心

・身体的虐待を受けた
・養育者が頻繁に替わる
・養育者による厳格なしつけ、体罰を受けた
・兄弟との差別、優劣をつけられた
・褒められることが極端に少ない環境だった

HTTPS://OSAKAMENTAL.COM/SYMPTOMS/20.HTML

＊両親が多忙であったり、きょうだいが多い場合も愛着障害を抱えることがある。
＊誰でも大なり、小なりの愛着障害がある。



〇愛着障害は、大きく分けて「抑制型」と「脱抑制型」の２つがある。

「抑制型」は、文字通り自分を強く抑え込んでおり、周囲に対して非常に警戒心
が強く、優しく接してくれることに対して、怒り出したり泣き出してしまったりと、素
直に嬉しいといった態度を示すことが難しい。本心では、甘えたいと思っていても、
それをどう現していいのか分からず、警戒して素直な態度がとれない。

「脱抑制型」は、愛着障害の他者との適切な接し方を知らない部分が、他者と関
わる上で、全く警戒せず無分別に近づいてしまうという形で現れる。見知らぬ人
に対しても警戒することなく近づいてしまうため、トラブルになることも少なくない。

アメリカ精神医学会の診断と統計マニュアル「DSM-5」においては、
「反応性アタッチメント障害／反応性愛着障害」、「脱抑制対人交流障害」として解説されている。

＊愛着障害と発達障害の双方を抱えている人もいる。



『事例で分かる愛着障害』米澤好史 著、ほんの森出版



chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/column/opinion/detail/202304_mhlwkodomo_another21.pdf



Ⅲ.愛着障害と発達障害の類似点と相違点

衝動性や多動性は、表面的には同じように見えてもベースにある原
因が異なることがある。見立てを間違えると、子どもを傷つけてしまうこ
とにつながる。

『発達障害・愛着障害 現場で正しくこどもを理解し、こどもに合った支援をする 「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム』
米澤好史 著、福村出版

発達障害は、先天的なこどもの脳機能障害であって、それは生まれ
つきもっている「特性」の問題です。愛着障害は、生まれたあとに、
後天的にこどもと関わる特定の人との「関係性」の障害です。

『愛着障害・愛着の問題を抱えるこどもをどう理解し、どう支援するか？』 米澤好史 著 福村出版



「愛着の器」モデル

『やさしくわかる！ 愛着障害 理解を深め、支援の基本を押さえる』 米澤好史 著、ほんの森出版



愛着障害とADHDの共通点と違い
『発達障害・愛着障害 現場で正しくこどもを理解し、こどもに合った支援をする 「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム』 米澤好史 著、福村出版



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応



chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/column/opinion/detail/202304_mhlwkodomo_another21.pdf



chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/column/opinion/detail/202304_mhlwkodomo_another21.pdf



片づけが出来ない、ルールが守れないように見える

ADHDの場合は、実行機能・遂行機能の問題があるために「片づける」という一連のいく

つかの行動を最後まで行うのが困難で、「片づける」行動が中々身につかず、「片づけられ
ない」という現象につながる。

対応：「片づける」行動を細かい行動に分解し、スモールステップで行動支援をする。
⇒ スキル習得

愛着障害の場合は、このような支援ではまったく効果が見られません。それは、愛着障が
いの場合は、「片づけた方が気持ちがいい」という感情、「片づけたい・片付けよう」という意
欲が育ってない。

対応：「片づけたら気持ちいいね」「片づけたらきれいなってすっきりしたね」と片づけた後
の感情に働きかける。 ⇒ 感情学習

『事例で分かる愛着障害』米澤好史 著、ほんの森出版



「できたら嬉しい」という感情は自分ひとりでは感じることはで
きません。これは、誰かに認められるという経験、誰かとの関
係性の中で感じる感情です。感情学習はひとりでは、できませ
ん。

「間主観性」 相手の気持ちを察し、情動的な一体感が成り
立つ。生後５～６週間後からみられる。

「主導権を握る」 大人がリードする

「特定の人が変わる時は、本人の目の前で変わることを説明する」

『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』米澤好史 著 合同出版



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応



『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』米澤好史 著、合同出版

１．キーパーソンの決定
「特定の人」、すなわち、その絆を結ぶ最初の相手である「愛着対象」を決めてから支援をすることが必要です。
誰もが勝手にかかわると、刹那的なかかわりの快感だけも求める「愛情のつまみ食い」を起こしてしまう。

２．1対1で一緒の活動をする
キーパーソンの大切な役割は、感情がきちんと育ってない愛着障害のこどもの感情をはぐくむことです。
誰かと一緒に何かをして、その時に感じたことを一緒に共有して、初めて感情の存在に気づくのです。

３．感情のラベリング支援による感情学習
うれしそうな顔をしているからよかったとこどもの感情を放置していはいけません。「今、どんな気持ち？」と問う
てはいけません。これは、こどもの感情に期待した対応です。「○○して楽しいね」と感情を言いあてる。

４．キーパーソンが主導権を握る「先手」の支援
「これしよう」とキーパーソンが先手、主導権をとって、一緒の活動に誘うことが大切です。「〇〇と何したい？」

とこどもに聞いてしまったら、主導権をこどもにあずけてしまい、その後の活動は逆効果となります。

５．主導権を握る「𠮟り方」
「〇〇してはダメ」という𠮟り方は、後から先にしたことを全否定する「後手の正面否定」です。「走ってはダメ」で
ななく、「歩こう！」です。

Ⅳ.愛着障害のあるこどもの対応



比内支援学校かづの校：愛着と発達障害の対応







〇愛着障害があるかどうかの見分け方（私案）

・多動の状況を丁寧に見る（ムラがないかどうか）
・注意や褒めた時の感情の反応を見る（素直さがあるか）

・大人や子ども達との関わり方を見る（人によって関わり方に差がないか）

・家族状況を把握する（経済状況、兄弟の人数、病気や障害のある人が
家族にいないか など）

・本人と母親、父親との関係性を見る（特に母親）

＊家族（歴）アセスメント ジェノグラム（家族図）の作成 エコマップ
⇒多角的に客観的に子どもの置かれている環境を把握する



「子どもが苦境に陥るのは、ストレスを和らげて自分を守ってくれるも
のがないと感じているからだ」

「信頼できる大人がつねにそばで見守っていないために、逆境を乗り
越え、対処方法を学ぶ機会がない」

「日常生活で家族以外の信頼できる大人が身近にいれば、子どもは
自分を信じ、自分には長所があると信じられるようになる」

『小児期のトラウマがもたらす病』ドナ・ジャクソン・ナガサワ著

清水由貴子 訳 PAN ROLLING



アルコール、薬物依存、DV、虐待、自殺

リストカット、不安障害、うつ病、統合失調症

摂食障害、不登校、非行、いじめ など

親と本人の病気・障害 貧困・過保護

愛着障害⇒ Trauma

虐待・DV

自尊心の低下

表面上の課題

課題の世代間連鎖の構造

図作成 名城健二



相互行動・昇進化現象として現れる愛着障害の特徴

『愛着障害は何歳からでも必ず修復できる』 米澤好史 著 合同出版



〇愛着形成が十分にできていないと

⇒ 落ち着かない、集中できない、友達にちょっかいを出す
⇒ 学習意欲が十分に湧かない
⇒ 集団に所属することが難しい

⇒ 小学校３年生くらいから不登校（傾向）になる傾向がある
⇒ 小学校高学年なると年上の異性に関心を示す傾向が

ある（特に女子）
⇒ 中学生になると非行行動をとる傾向がある

*年齢・学年に関係なく、本人に応じた愛着形成の
やり直しが求められる



〇集団教育と個別教育、支援の考え方

・個々の欲求レベルに合わせた教育、支援と居場所づくり
・個々にニーズと状況に合わせ合理的に配慮、対応する

集団保育
教育

個別
対応 個別対応

集団保育教育

図作成 名城健二

従来の考え方 これからの考え方



＜本日のまとめ＞

〇愛着障害と発達障害からくるこどもの行動は類似しているが、
その要因と対応は大きく異なる

〇対応を間違えるとこどもたちに負の体験を積み重ね、傷つけてしま
い、人を信じる力を低下させてしまう

〇自尊心の低下は、将来の生き方に負の影響を与える

〇こどもに関わる仕事をする人は、より高い専門的な知識とスキルを
身につける必要がある


